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Abstract
In this paper, I consider the Buddhist practices of the Pa-O in the Shan State after the independence of 
Myanmar (the Union of Burma). The Pa-O, a group of Karen speakers, is an ethnic minority living in 
Myanmar. Most of them are Theravada Buddhists and could be considered as a Buddhist minority in 
Myanmar. Generally speaking, the Buddhism of ethnic minorities in mainland Southeast Asian countries 
is regarded as resulting from the diffusion of Buddhist traditions from powerful majorities. It is deemed to 
have an assimilation effect on minorities into the Buddhist majority of each country. As for the Pa-O, it is 
said that their Buddhist practices have been influenced by neighboring Buddhist majorities: Mon, Burmese, 
and Shan. From this diffusionist point of view, the Pa-O have been described as passive actors who received 
a foreign religion under the cultural and political influence of majorities.
However, this paper will argue that we should not view the Pa-O as merely an ethnic minority but also 
as “Buddhists.” We demonstrate the endeavors of Pa-O Buddhists to construct their own Buddhist tradition 
by creating sacred place through the renovation of ancient pagodas, organizing monks and  monasteries, 
and advancing Buddhist education for lay people.
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5) クリスチャンセンとサンチョーは，シャン州南部に 50万人， タトン周辺地域に 10万人，全体で 75万
人と推定している［Christensen and Sann Kyaw 2006］。一方，パオの民族自治組織の一つである PNO






















































とを主張するデモ活動をタトンで行った［Christensen and Sann Kyaw: 18］。












住地に故地の名前を付けたとされる［cf. Scott and Hardiman 1900–01］。
10) 主導的役割を果たした僧として，トゥリヤ （Thuriya） 師， トゥナンダ （Thunanda） 師， ガンダマ 
（Gandama） 師らの名前が挙げられる。トゥナンダ師は 1957年にパオ文字の改訂を行い新パオ文字の
教科書を編纂した学僧。またガンダマ師は，1948年に「村落防衛」のためチャウタロンジーにおいて，














た「パオ民族組織」と統合し，「パオ統一民族主義組織」 （United Pa-O Nationalist Organization, 
UPNO） を構成し，パオの自治権の確立をめざし，独立以降も依然としてシャン州の政治権力
の中枢を担っていたシャンの旧国主勢力やミャンマー政府との武装闘争を展開し，1950年代

















と呼ばれ，パオ自治地域を含め現在 6つの地域が設定されている。cf. Myanmar Information Manage-























パオ語では，僧侶のことをボウェチャーン （bwe cang），見習い僧をボウェシャン （bwe shan）
と呼ぶ。僧侶と見習い僧の区別は他の上座仏教徒と同じく，年齢（見習い僧＝ 20歳未満，僧
侶＝ 20歳以上） と遵守する戒律の条数（見習い僧 10条，僧侶 227条）によって区別されてい
る。13）僧侶の中でも寺院の住職はボウェボン （bwe bon） と呼ばれる。また出家者ではないが，
八戒を遵守する女性修行者（ビルマ語ではティーラシン）はメーシーラ （me sila） と呼ばれ
る。14）これに加え，寺院の雑務を手伝う在家の「寺子」（ジャウンター kyaung-thah） も寺院に止
12) PNO独自の地方行政では，スリヤー郡，クンプラボワー郡，ミエンモー郡，サンダ郡，スヴァナ郡タ



























（シャン・パー shan pa），「見習い僧の母」（シャン・ムー shan moe），僧侶として出家させたも





















るとされる［cf. Hackett 1953: 575, 637］。在家の朗誦師によるジャータカや仏伝，仏教説話の
朗誦拝聴の慣習は，パオだけではなく，シャンの仏教徒の間にも見られる［Murakami 2009; 

















































































































































書は，「パオ・サンガ仏教保護協会」（Pa-o sankha sasana rekita aphwe）が出版し，『新版パオ文


































出所：［Thunanda and Nyana 1957］
図 2　『パオ文字基本書』の表紙


















「中央サンガ組織」の全体会議は，年に 2回（おおよそ 7月と 12月），タウンジー市内にて行
われる。会場は市内の 5カ所のパオ寺院が持ち回りで担当する。24）なお，「中央サンガ組織」
24) タウンチャウンジ （ーTaun Kyaun Gyi）寺院，エーゼーディ （ーE Zedi）寺院，ミャーウ（Mya U）寺院，
















































書』 を使用する。残り 2科目は仏教教理科目である。仏教教理科目の教本は毎年 1冊ずつ作成
され，当年に新しく作成された教本と，前年に作成された教本の 2冊，つまり 2科目を学習す
る。例えば，2012年の教理学習会では，2011年に刊行した第 29号教本『ジャータカ物語』 （Zat 
wutthu） と 2012年に刊行された第 30号教本『法句経　その 7』 （Dhammapada amai 7） の 2教科
であった［Gowinda 2011; 2012］（図 4参照）。両書とも執筆者は「中央サンガ組織」第一僧長










カックー仏塔26）は，タウンジー市の南方約 40 km，畑作地が広がる台地の端（標高 1,030 m）



















定することはできない［Dannhorn 1996; cf. U Thanwe n.d.］。
カックー仏塔群はインレー湖東側の山地の周縁部に立地し，仏塔群の西側の丘陵地にはパオ











































が掲載されており，ニャウンシュエ国内ではそれなりに知られていたと考えられる［Sao Sanda 2008: 
107］。しかし，スコットの『上ビルマ・シャン州地誌』（1900～ 01年）や 1950年代にシャン州南部の
パオの調査を行ったハケットの研究にもカックー仏塔に関する言及はなく，名所旧跡として広く知ら
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